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日本経営システム学会  第 54 回全国研究発表大会のご案内 

 

会員の皆様には、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。さて、日本経営システム学会第 54 回

全国研究発表大会は、平成 27 年 5 月 30 日（土）、31 日（日）に共愛学園前橋国際大学（群馬県前橋市）

にて開催されます。大学キャンパスは、赤城山・榛名山・妙義山からなる上毛三山に囲まれた場所に位置

しております。自然豊かな群馬の地で、皆様のご参加とご発表を心よりお待ちしております。 

 

  記 

 

開 催 日：平成 27 年 5 月 30 日（土）、31 日（日） 

開催場所：共愛学園前橋国際大学 国際社会学部   〒379-2192 群馬県前橋市小屋原町 1154-4 

http://www.kyoai.ac.jp/ 

連 絡 先：実行委員長 村山賢哉（共愛学園前橋国際大学）   E-Mail：murayama@c.kyoai.ac.jp 

統一論題：「グローカル時代の人材育成と経営システム」 

基調講演：「グローカル時代の人材育成と経営システム」 

               サンデンホールディングス株式会社 専務取締役 髙橋 貢 氏 

参 加 費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員・同学生会員はそれぞれ会員・学生会員と同額、

非会員 6,000 円、非会員学生 4,000 円、（当日支払は各 1,000 円高） 

懇親会費：会員 5,000 円、学生 3,000 円、協賛学会員 5,000 円、非会員 6,000 円（当日支払各 1,000 円高） 

昼  食：30 日（土）は学食がご利用いただけます。また、近隣には飲食店が少ないので、近所のコンビ

ニエンスストアをご利用ください。 

宿  泊：前橋駅（電車 8 分）周辺や新前橋駅（電車 12 分）周辺にホテルが多数ございますので、各自

でご手配下さい。 

参加申込：本 JAMS NEWS に同封の振込用紙または HP の振込み方法を参考にして上記金額をお振込み

ください。期限後に振込みされた方は、当日振込用紙の控えまたはコピーをお持ちください。 

懇親会会場：前橋商工会議所 2F ローズ 〒371-0017 群馬県前橋市日吉町 1-8-1 

 

■会場設備について 

全ての発表会場に PC（Windows7、Office2013）とプロジェクタが設置されていますので、原則として

会場の設備をご利用下さい。データは USB メモリーに入れてお持ち下さい。特殊なソフトをご使用の場

合は、ノート PC をお持ち込みいただくことも可能ですが、コネクタの接続が必要になり準備に時間がか

かりますので、ご注意下さい。 

 

■学生発表優秀賞について 

 当学会では、学生セッションの研究発表を審査して優秀な発表には「学生発表優秀賞」を授与していま

す。学生であれば、正会員・学生会員を問わず、学生セッションの研究発表は審査の対象となります。た

だし、下記の点にご留意下さい（もし、ご不明な点がありましたら、学会事務局にお問い合わせ下さい）。 

 ・学生セッションの発表は、原則として正会員（一般的には指導教員）との連名とし、ファースト・オ

ーサーは学生とする。 

 ・学生発表優秀賞の受賞対象者は、ファースト・オーサーの学生のみとする。 

 ・学生セッションの発表原稿は、会員の種別を問わず 2 頁とする。 
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■大会会場へのアクセス 

自動車利用：北関東自動車道 駒形 ICより前橋方面へ約 5分 ※大学駐車場を無料でご利用いただけます。 

電車利用：上越新幹線・高崎線／高崎駅で乗り換え、両毛線／駒形駅より徒歩 10 分 

※北口を出て

直進し、突き当

り（高校）を右

折するとキャ

ンパスにお越

しいただけま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学会発表に関する原則について 

 当学会では、研究発表大会をスムーズに運営するために、口頭発表に関して以下に示すような原則（学

会ホームページ http://www.jams-web.jp/information/prerule.html）に従って運営しています。口頭発表

を申し込まれる前にご確認ください。なお、この原則は、大会委員会および大会実行委員会により運用さ

れます。不明な点がございましたら、学会事務局へお問い合わせください。 

１．セッションの種類と発表の資格：一般セッションでは、正会員だけが口頭発表できます。学生セッシ

ョンは、大学院生であれば、正会員・学生会員ともに口頭発表できます。 

２．学生会員の発表条件：学生会員は正会員と連名でなくては、どのセッションでも発表できません。 

３．連名者の資格：研究発表の連名者は、全員会員でなくてはなりません。また、大会当日は、連名者も

大会に参加することを原則とします。 

４．発表件数の制約：同一のファースト・オーサーによる研究発表は、3 件目からは 1 件あたり 5,000 円

を徴収します。 

５．口頭発表者の参加費支払い：口頭発表者は、発表原稿の提出時に参加費を支払うものとします。 

６．参加費の返還について：既納の参加費は、理由のいかんを問わず返還しませんのでご注意ください。 

７．発表のキャンセルと無断欠席：大会直前に発表キャンセルや無断欠席をされた場合には、次回以降の

発表をお断りすることがありますので、十分ご注意ください。 

 

第 55 回（2015 年秋季）全国研究発表大会について 

 

開 催 日：平成 27 年 9月 2日（水）、3日（木）  ※開催時期が例年と異なります。ご注意ください。 

開催場所：北九州国際会議場  〒802-0001 福岡県北九州市小倉北区浅野 3-9-30  

交通アクセス http://www.convention-a.jp/access/  （北九州市 JR 小倉駅前） 

大会詳細ページ http://www.jams-web.jp/information/2015autumn.html 

実行委員長：和多田 淳三（早稲田大学大学院 情報生産システム研究科） 

※国際経営工学会議(IS ME 2015)と同時開催予定です。 http://www.f.waseda.jp/watada/ISME2015/ 
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善

喜

　
横

浜
商

科
大

学
東

海
　

詩
帆

1
1
:
0
0
～
1
1
:
2
0

＊
立

命
館

大
学

岩
崎

　
之

勇
＊

明
治

大
学

権
　

善
喜

1
1
:
1
0
～

1
1
:
4
0

　
立

命
館

大
学

名
取

　
隆

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

＊
星

城
大

学
野

村
　

淳
一

＊
佐

々
木

　
克

哉
＊

愛
知

淑
徳

大
学

上
原

　
衛

＊
山

梨
学

院
大

学
金

子
　

勝
一

　
東

北
大

学
長

平
　

彰
夫

　
愛

知
淑

徳
大

学
鄭

　
年

皓
　

共
愛
学

園
前

橋
国

際
大

学
村

山
　

賢
哉

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

1
1
:
2
0
～
1
1
:
4
0

＊
立

命
館

大
学

櫻
井

　
克

己
＊

愛
知

工
業

大
学

N
u
s
a
i
b
a
h

b
i
n
t
i
 
M
a
n
s
o
r

　
立

命
館

大
学

名
取

　
隆

　
愛

知
工

業
大

学
S
i
t
i
 
N
o
r
b
a
y
a

b
i
n
t
i
 
Y
a
h
a
y
a

　
愛

知
工

業
大

学
岡

崎
　

一
浩

1
1
:
4
0
～

1
2
:
4
0

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

日
韓

企
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

に
関

す
る

研

究

I
o
T
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

の
戦

略
E
C
サ

イ
ト

に
お

け
る

消
費

者
の

動
的

な
効

用
の

パ
タ

ー
ン

分
析

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

情
報

伝
達

時
間

に
焦

点
を

当
て

た
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
･
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
･
モ

デ
ル

各
経

済
主

体
の

金
融

資
産

と
負

債
の

適
正

規
模

に
関

す
る

研
究

デ
ジ

タ
ル

時
代

に
お

け
る

実
体

書
店

の
苦

境

と
新

し
い

機
会

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

経
営

者
の

出
身

部
門

と
技

術
ポ

リ
シ

ー
が

企

業
成

果
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
研

究

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

日
本

に
お

け
る

内
陸

県
の

分
類

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク

I
-
I
 
C
h
a
r
t
 
を

用
い

た
リ

ニ
モ

の
サ

ポ
ー

タ
ー

意
識

に
関

す
る

研
究

A
n
a
l
y
z
i
n
g
 
T
r
e
n
d
 
o
f
 
C
a
p
i
t
a
l
 
A
d
e
q
u
a
c
y

a
n
d
 
B
a
s
e
l
 
S
t
a
n
d
a
r
d
 
u
s
i
n
g
 
T
e
x
t

M
i
n
i
n
g
 
T
e
c
h
n
i
q
u
e

日
本

に
お

け
る

大
企

業
と

中
小

企
業

間
技

術

連
携

に
際

し
て

の
A
l
l
i
a
n
c
e
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

C
a
p
a
b
i
l
i
t
y

休
　

　
　

　
憩

中
堅

以
上

の
化

学
系

企
業

に
お

け
る

組
織

ル
ー

テ
ィ

ン
と

研
究

テ
ー

マ
創

造
の

関
係

性

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

「
運

」
の

心
理

的
判

断
に

関
す

る
尺

度
化

モ

デ
ル

休
　

　
　

　
憩

品
質

問
題

の
根

本
原

因
究

明
に

お
け

る
T
R
I
Z
の

応
用

相
続

等
に

お
け

る
市

街
地

農
地

の
実

践
的

評
価

法

日
本

企
業

の
海

外
R
&
D
活

動
に

お
け

る
研

究
成

果
輩

出
促

進
要

因
に

関
す

る
分

析

ハ
イ

ア
ー

ル
電

器
集

団
と

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

の

経
営

比
較

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

組
織

に
お

け
る

管
理

と
支

援
の

組
合

せ
に

関

す
る

研
究

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

「
要

素
間

間
隔

情
報

量
」

に
関

す
る

研
究

1
0
:
1
0
～
1
0
:
3
0

診
療

放
射

線
認

定
専

門
技

師
の

能
力

開
発

に

関
す

る
考

察
―

認
定

資
格

の
問

題
点

と
改

善

提
案

－

Ｅ
会

場

（
学

生
：

4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
1
教

室
）

Ｄ
会

場

（
一

般
：

4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
2
教

室
）

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
情

報
と

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
情

報
の

価
値

構
造

統
合

モ
デ

ル

製
造

業
に

お
け

る
組

織
市

民
行

動
　

－
ア

ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
の

分
析

と
考

察
－

企
業

部
門

の
金

融
資

産
と

負
債

の
適

正
規

模
に

関
す

る
研

究

健
康

機
器

業
界

に
お

け
る

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル

の
研

究

Ｆ
会

場

（
学

生
：

4
号

館
 
2
階

 
4
2
1
1
教

室
）

マ
ー

ケ
ッ

ト
・

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
と

商
品

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
よ

る
競

争
優

位
の

実
現

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

技
術

革
新

の
効

果
を

考
慮

し
た

資
源

循
環

の

分
析

モ
デ

ル

【
5
月

3
1
日

（
日

）
午

前
】

　
受

付
開

始
 
9
:
0
0
～

 
 
（

場
所

：
4
号

館
K
Y
O
A
I
 
C
O
M
M
O
N
S
 
1
階

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

）

Ａ
会

場

（
一

般
：

4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
4
教

室
）

Ｂ
会

場

（
一

般
：

4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
6
教

室
）

Ｃ
会

場

（
一

般
：

4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
3
教

室
）

技
術

志
向

型
中

小
企

業
に

お
け

る
知

的
財

産
戦

略
に

関
す

る
研

究

飼
料

価
格

の
変

動
を

考
慮

し
た

産
卵

鶏
群

の
最

適
配

置
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時
　

　
間

時
　

　
間

1
2
:
4
0
～

1
3
:
1
0

1
2
:
4
0
～
1
3
:
0
0

＊
立

命
館

大
学

竹
岡

　
紫

陽
＊

千
葉

工
業

大
学

張
　

海
洋

＊
甲

南
大

学
吉

川
　

歩
＊

立
命

館
大

学
久

納
　

誠
司

＊
関

川
　

弘
＊

横
浜

商
科

大
学

東
海

　
詩

帆
＊

立
命

館
大

学
湊

　
宣

明
　

千
葉

工
業

大
学

大
田

　
勉

　
立

命
館

大
学

小
田

　
哲

明
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史
＊

立
命

館
大

学
石

田
　

修
一

　
千

葉
工

業
大

学
滝

　
聖

子
　

千
葉

工
業

大
学

小
野

　
浩

之
　

千
葉

工
業

大
学

原
　

洋
平

1
3
:
0
0
～
1
3
:
2
0

1
3
:
1
0
～

1
3
:
4
0

＊
愛

知
工

業
大

学
　

愛
知

工
業

大
学

金
　

　
哲

岡
崎

　
一

浩
＊

神
奈

川
大

学
　

神
奈

川
大

学
小

鹿
 
 
雅

弘
松

丸
　

正
延

＊
千

葉
工

業
大

学
　

千
葉

工
業

大
学

原
　

　
洋

平
大

田
　

勉
＊

立
命

館
大

学
　

立
命

館
大

学
小

田
　

哲
明

石
田

　
修

一
＊

横
浜

市
立

大
学

　
東

京
工

業
大

学
永

松
　

陽
明

藤
　

　
祐

司
＊

横
浜

商
科

大
学

　
明

治
大

学
東

海
　

詩
帆

山
下

　
洋

史

1
3
:
2
0
～
1
3
:
4
0

　
千

葉
工

業
大

学
小

野
　

修
一

郎
　

　
千

葉
工

業
大

学
小

野
　

浩
之

＊
大

阪
国

際
大

学
盧

　
　

涛
　

千
葉

工
業

大
学

三
代

川
 
由

紀
子

　
大

阪
国

際
大

学
石

井
　

康
夫

1
3
:
4
0
～

1
3
:
5
0

時
　

　
間

時
　

　
間

1
3
:
5
0
～

1
4
:
2
0

＊
大

阪
大

学
＊

東
洋

学
園

大
学

後
藤

　
智

＊
法

政
大

学
江

崎
　

和
博

＊
八

王
子

市
役

所
安

松
　

大
悟

　
立

命
館

大
学

石
田

　
修

一
　

明
治

大
学

村
山

　
誠

　
明

治
大

学
権

　
善

喜

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

1
4
:
2
0
～

1
4
:
5
0

＊
青

山
学

院
大

学
臧

　
　

巍
＊

東
京

情
報

大
学

中
尾

　
宏

＊
明

治
大

学
中

野
　

雅
史

＊
早

稲
田

大
学

山
下

　
遥

　
早

稲
田

大
学

大
野

　
高

裕

1
4
:
5
0
～

1
5
:
0
0

1
5
:
0
0
～

1
5
:
3
0

＊
東

京
大

学
川

中
　

孝
章

＊
東

京
富

士
大

学
福

山
　

倫
基

＊
早

稲
田

大
学

山
下

　
遥

　
神

奈
川

大
学

松
丸

　
正

延
　

明
治

大
学

権
　

善
喜

　
東

京
大

学
六

川
　

修
一

　
明

治
大

学
山

下
　

洋
史

　
神

奈
川

大
学

鈴
木

　
博

人
　

山
梨

学
院

大
学

金
子

　
勝

一

　
青

山
学

院
大

学
臧

 
 
 
 
巍

1
5
:
3
0
～

1
6
:
0
0

＊
神

奈
川

大
学

松
丸

　
正

延
＊

共
愛
学

園
前

橋
国

際
大

学
村

山
　

賢
哉

　
神

奈
川

大
学

藤
野

　
佑

輔
　

明
治

大
学

山
下

　
洋

史

Ｅ
会

場
（

学
生

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
1
教

室
）

Ｆ
会

場
（

学
生

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
1
1
教

室
）

【
5
月

3
1
日

（
日

）
午

後
】

　
1
2
:
4
0
～

倒
産

予
知

を
考

慮
し

た
財

務
格

付
け

モ
デ

ル

の
構

築

決
定

理
論

に
お

け
る

極
端

さ
を

回
避

し
た

代
替

案
選

択
法

の
提

案
研

究
開

発
者

の
数

と
研

究
開

発
成

果
と

の
関

係
に

つ
い

て
の

一
考

察
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
開

発
に

お
け

る
共

通
モ

ジ
ュ

ー
ル

調
達

の
条

件
研

究
開

発
の

不
確

実
性

に
対

応
し

た
ダ

ウ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
ロ

ー
チ

の
提

案

A
n
t
o
n
i
o

O
l
i
v
e
i
r
a

N
z
i
n
g
a
 
R
e
n
e

商
標

分
析

に
基

づ
い

た
「

宇
宙

」
ブ

ラ
ン

ド
に

関
す

る
研

究

休
　

　
　

　
憩

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
組

織
に

お
け

る
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

情
報

と
ネ

ガ
テ

ィ

ブ
情

報
の

価
値

に
関

す
る

産
業

心
理

学
的

検
討

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

利
活

用
に

お
け

る
課

題
の

検
討

Ｃ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
3
教

室
）

財
務

報
告

に
お

け
る

サ
リ

エ
ン

シ
ー

効
果

に
関

す
る

研
究

Ｄ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
2
教

室
）

我
が

国
の

主
要

自
動

車
メ

ー
カ

ー
に

対
す

る

生
活

者
の

評
価

構
造

の
分

析

香
港

上
海

ホ
テ

ル
と

帝
国

ホ
テ

ル
の

経
営

比

較

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
上

司
の

使
用

す
る

パ
ワ

ー
が

従
業

員
の

組
織

態

度
に

与
え

る
影

響
に

関
す

る
産

業
・

組
織

心
理

学
的

分
析

モ
デ

ル

某
大

学
講

義
棟

の
L
E
D
化

に
よ

る
環

境
評

価
と

経
済

性
評

価
に

関
す

る
研

究

Ａ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
4
教

室
）

Ｂ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
6
教

室
）

【
5
月

3
1
日

（
日

）
午

後
】

　
1
3
:
5
0
～

Ａ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
4
教

室
）

Ｂ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
6
教

室
）

Ｃ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
3
教

室
）

駅
力

か
ら

見
る

東
京

都
の

都
市

構
造

Ｆ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
1
1
教

室
）

Ｅ
会

場
（

一
般

：
4
号

館
 
2
階

 
4
2
0
1
教

室
）

看
護

師
ス

キ
ル

･
ミ

ッ
ク

ス
と

病
棟

業
務

難
易

度
を

考
慮

し
た

人
員

配
置

モ
デ

ル
の

構
築

休
憩

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

認
証

制
度

「
エ

コ
ス

テ
ー

ジ
」

第
三

者
評

価
委

員
会

の
研

究

M
u
l
t
i
-
p
e
r
i
o
d
 
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
P
l
a
n
n
i
n
g

C
o
n
s
i
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平成 26 年度第 3回理事会のまとめ 

 

Ⅰ．開催日時：2014 年 10 月 18 日（土） 11 時 00 分～12 時 45 分 

Ⅱ．開催場所：愛知工業大学 自由ヶ丘キャンパス 

Ⅲ．出席者：石井，小田部，小田，塩出，板倉，今井，金子，佐藤，鄭，田畑，林，原田，福井，松岡，

毛利，柳田，淺井，稲永，上原，木全，椎原，中桐，西口，野々山，深澤，松田，山下 

（監事）松丸   記録者：毛利   オブザーバー：村山         （敬称略） 

Ⅳ．審議事項 

１．平成 26 年度第 2 回理事会議事録の確認(毛利)：平成 26 年度第 2 回議事録の内容が報告され，原案の

通り承認された． 

２．会員の入退会(毛利)：入退会の状況について説明がなされ，承認された．これにより，正会員 529 名，

学生会員 124 名となった． 

３．第 53 回全国研究発表大会の準備状況について(小田)：第 53 回全国研究発表大会の準備状況について

説明がなされ，承認された． 

４．第 54 回全国研究発表大会の準備状況について(村山)：第 54 回全国研究発表大会は共愛学園前橋国際

大学にて 5 月 30 日、31 日を開催日として予定していることを実行委員長より説明がなされ承認された． 

５．平成 27 年度以降の大会の開催計画について(柳田)：第 55 回全国研究発表大会を早稲田大学北九州キ

ャンパスにて実行委員長を和多田淳三氏とする予定であることが説明され、承認された。 

６．渉外委員会内規案について（佐藤）：渉外委員会内規案について説明され、委員会の構成、任期につ

いて支部細則との調整を行うことで継続審議となった。 

７．IJAMS 執筆細則案について（板倉）：IJAMS 執筆細則案について説明がなされ、編集の流れ、権限

について追加したのちメール審議にて審議を行うこととなった。 

８．委員会細則改訂案について（松岡）：委員会細則改訂案について説明がなされ、委員会の業務につい

て外部委託ができることを追加すべきとの意見が出され継続審議となった。 

９．支部細則案について（松岡）：支部細則の案について説明がなされた。次の総会に諮られることは確

認されたが、支部の位置づけや統制について意見が出され継続審議となった。 

１０．九州・沖縄支部設置について（稲永）：九州・沖縄支部の設置について説明がなされ、12 月に設立

総会、また本年度内に研究会を予定していることなどが承認された。また九州・沖縄支部への交付金とし

て\30,000 を予算として計上することが承認された。 

１１．役員選出委員の選任について（小田部）：役員選出委員として板倉理事、淺井理事を選任すること

の提案がなされ、承認ざれた。これにより既に選任された小田部副会長、松岡理事、佐藤理事を合わせて

5 名となった。また開票作業時の立会人については小田部副会長に一任することが承認された。 

１２．横幹連合の理事の人選について：横幹連合の理事の人選について会長に一任することとなった。（木

全理事にお願いすることとなった） 

Ⅴ．報告事項 

１．他学会との共催について（渉外委員会）：3 件の協賛を承認したことが報告された。 

２．ICBI2014 の収支報告：資料の通り説明がなされた． 

 

中部支部主催 公開講座と総会のご案内 

 

中部支部長 上原 衞 

 

開催日：2015 年 5 月 21 日(木)   受付開始： 16 時 00 分 

特別講演（公開講座）：16 時 10 分より 17 時 10 分まで 

「産地の形成、衰退、再生 事例 加茂桐箪笥」 中部大学経営情報学部 教授 森岡 孝文氏 

支部総会：17 時 15 分より 17 時 45 分まで 

会場：愛知工業大学自由ヶ丘キャンパス 301 室  〒464-0044 名古屋市千種区自由ヶ丘 2 丁目 49-2 

https://www.ait.ac.jp/sisetu/jiyugaoka.html  地下鉄名城線自由ヶ丘駅すぐ 

Tel：(052)757-0810(代表) Fax：(052)751-0600 
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学会役員（被選出常任理事および会長）の選挙結果報告 

 

役員選出委員会 委員長 小田部 明 

 

会員の皆様には被選出常任理事選挙にご協力いただきまして誠ありがとうございました。 

被選出常任理事（信任）投票は 2015 年 2 月 15 日（当消印有効）に締め切り、2 月 20 日（金）学会事

務局にて、小田部 明（日本大学）、佐藤修（東京経済大学）の 2 名の立会の下、開票作業を行いました。

有効投票数 157 通（総投票数 158 通）について開票後、集計作業を行ました。その結果、以下の方々が信

任（当選）となりました。 

 

石田 修一(立命館大学) 今井 正文(豊橋創造大学) 上原 衛(愛知淑徳大学) 

小田 哲久(愛知工業大学) 金子 勝一(山梨学院大学) 川中 孝章(東京大学) 

今野 勤(神戸学院大学） 佐々木 桐子(新潟国際情報大学） 椎原 正次(大阪工業大学） 

鄭 年皓(愛知淑徳大学） 田畑 智章(東海大学） 村山 賢哉(共愛学園前橋国際大学） 

毛利 進太郎(神戸学院大学） 柳田 義継(横浜商科大学） 山下 洋史(明治大学） 

（敬称略，順不同）  

なお、上記の被選出常任理事の方々により、郵送投票による会長選挙を実施し、3 月 20 日に学会事務局

おいて開票作業を行ました。有権者 15 名中、14 名の投票があり、選挙規定にあります有権者 3/4 以上の

投票数が満たされ、有効投票数の過半数を上回る得票が認められました。その結果、小田 哲久先生が次

期会長に当選されました。 

以上の通り被選出常任理事および会長選挙の結果をご報告させていただきます。 

 

経営品質科学研究部会のお知らせ 

 

日 時：2015 年 5 月 3 日（日） 19:00-21:30 

場 所：明治大学駿河台校舎グローバルフロント 8F「経営品質科学研究所」 

http://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/suruga/campus.html 

テーマおよび発表予定者： 

(1) 「日本と韓国のランク・ヒエラルキー志向性と人的資源管理」 鄭 年皓 氏（愛知淑徳大学） 

(2) 「日本の湖内居住島におけるサステナビリティ」       鄭 年皓 氏（愛知淑徳大学） 

(3) 「日本の内陸県に関する研究」              金子 勝一 氏（山梨学院大学） 

            ，村山 賢哉 氏（共愛学園前橋国際大学），山下 洋史 氏（明治大学）  

連絡先：鄭 年皓（愛知淑徳大学） TEL.052-781-1151/E-Mail:njung@asu.aasa.ac.jp 

金子 勝一（山梨学院大学） TEL.055-224-1337/E-Mail:shoichi@ygu.ac.jp 

経営品質科学研究所 TEL.03-3296-4166 

 

ヒューマンリソース研究部会のお知らせ 

 

日 時：2015 年 5 月 23 日（土） 15:00-17:00 

場 所：日本大学 生産工学部 30 号館 5F 小田部研究室 

http://www.cit.nihon-u.ac.jp/access/  京成大久保 北口から北へ直進 徒歩約 10 分 

テーマおよび発表予定者： 

(1) 「組織における情報パワーの分析モデル」 

                東海 詩帆 氏（横浜商科大学），山下 洋史 氏（明治大学） 

(2) 「ポジティブ情報とネガティブ情報の心理的価値に関する考察」 

                東海 詩帆 氏（横浜商科大学），山下 洋史 氏（明治大学） 

(3) 「「運」に関する研究」       権 善喜 氏（明治大学），山下 洋史 氏（明治大学） 
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連絡先：金子 勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 
 

第 18 回日本ロジスティクスシステム学会全国大会ご案内 

 

大会テーマ：“サプライチェーンマネジメント革新に向けての課題と展望” 

期 日：平成 27 年 7 月 11 日（土）～12 日（日） 

7/11(土) 午前：理事会、総会  午後：大会(特別講演 1、基調講演、論文発表)  ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ 

7/12(日) 午前：大会(論文発表、特別講演 2)  午後：大会(論文発表) 

会 場：豊橋創造大学   〒440-8511 愛知県豊橋市牛川町松下 20-1 

公開講演スケジュール： 

  11 日（土）16:00-17:00 特別講演 1「サーラグループにおけるサプライチェーンマネジメント」 

   神野 吾郎 氏（サーラグループ 代表取締役社長） 

        17:10-18:00  基調講演「日本のマーケットシュリンクと ICT 活用の重要性について」 

   石田 雄太 氏（ソフトバンクテレコム株式会社 営業開発本部担当部長） 

  12 日（日）11:00-12:00  特別講演 2「トヨタ生産方式の逆襲」 

鈴村 尚久 氏（株式会社エフ・ピー・エム研究所 代表取締役） 

共 催：豊橋創造大学、日本ロジスティクスシステム学会 

協 賛：日本経営システム学会、日本経営システム学会中部支部、日本知能情報ファジィ学会 

後 援：豊橋市、豊橋市教育委員会、豊橋商工会議所、豊橋観光コンベンション協会 

大会参加費：12,000 円(正会員事前申込み)、6,000 円(準会員事前申込み)、協学会会員の参加費は本学会員

（正会員、準会員）と同額となります。基調講演は一般開放されているため参加費は不要です。

参加費にはネットワーキングが含まれております。基調講演とネットワーキングに実費で参加等

も可能ですので、担当今井（E-mail:mimai@sozo.ac.jp）まで、所属、氏名等をご連絡ください。 

振込先：銀行名：みずほ銀行虎ノ門支店 口座名：JSLS 全国大会 口座番号：普通預金 4169695 

参加申込(振込み)締切：平成 27 年 6 月 27 日（土）午前中(振込みにて参加を確認、当日参加は現金受付) 

最終発表申込み方法：平成 27 年度第 18 回日本ロジスティクスシステム学会 全国大会発表申込記入用紙

に必要事項をご記入の上、下記事務局（連絡先）へﾒｰﾙ、FAX、郵送などにてお申し込み下さい。 

最終発表申込み受付期限、最終予稿集掲載原稿〆切り日：平成 27 年 5 月 30 日（土）午前中 

問い合わせ先：一般社団法人日本ロジスティクスシステム学会事務局 http://jsls-world.jp/ 

実行委員長 豊橋創造大学 今井正文 mimai@sozo.ac.jp 

 

入会者リスト       （2014.9.11～2015.3.24） 

 

１．正会員入会者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

外山 明 山口大学 大学院 久納 誠司 立命館大学 大学院 

中塚 信雄 立命館大学 大学院 竹岡 紫陽 立命館大学 大学院 

加藤 雄一郎 名古屋工業大学  佐々木 克哉 弁理士 

２．学生会員入会者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

井手 研人 芝浦工業大学 大学院 王  雪 立命館大学 大学院 

SITI NORBAYA 

BINTI YAHAYA 
愛知工業大学 大学院 

小茄子川 智弘 

蘇 麗麗 

横浜市立大学 大学院 

愛知工業大学 大学院 

田口 雄貴 大阪大学 大学院 韓 方策 愛知工業大学 大学院 

 

日本経営システム学会 

住所 〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-20-3 バラードハイム 703 

TEL03-3371-5324・FAX03-3371-5185 

E-Mail:keieisys@hh.iij4u.or.jp 


